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Sukhavativyuha 大 本 (「 卸 文 無 量 寿 経 ]」:SukhV) は 浄土 仏教 に お ける 最 
も 重要 な 経典 の 一 つ で あり , 仏教 思想 史 に 極め て 大 き な 位置 を 占め る と と も 
に , いわ ゅ ゆる 仏教 殺 語 CBuddhist Hybrid Sankrit : BHS) の 解明 の た め に 
も 第 一 級 の 資料 で ある が , 従来 の 校 定 本 に お いて は , 利用 で きる 写本 の 制約 
の た め に テキ スト の 読み が し ば し ば 不確か で , 内 容 の 正確 な 理解 が 非常 に 困 
難 で あっ た 。 近年 に 至り 現存 する 全 サ ンス クリ ッ ト (:Skt.) 写本 が 藤田 宏 
達 博士 に より 集成 ・ 対 聴 さ れ , 足利 校 定 本 の 読み の 修正 と と も に 出版 され て , 
これ に より 初め て SukhV の 原典 批判 と 忠実 な 秋 訳 が (な お 多く の 困難 を 残し 
っ っ ゃ ) 可能 な 状況 と な っ た 。 筆者 は 先 に この 藤田 本 に 依拠 し て SukhV の , 
特に 歌 仏 偏 と 重 碑 侯 の テキ スト を 分 析 し , その 結果 を 『Sukhavativyuha の 
韻律 と 言語 : 敷 仏 偶 ・ 重 碑 偽 』 (印度 学 仏教 学研 究 第 42 巻 第 2 号 , 1994 年 3 月 , 
p.930-935 : 阪本 「SukhV」 ) と し て 発表 し た が , その 基 と な っ た 原典 の 批判 
と 訳 , な ら び に 思想 内 容 ・ 言 語 ・ 韻 律 の 具体 的 分 析 を , まず 表 仏 人 怖 に つい て 
人 し た いり 。 「 


率 玉 李 


テキ スト の 検討 と 翻訳 に 際 し て は , 前 述 の 藤田 本 を 基盤 と し 従来 の 校 定本 
と 訳 ・ 研 究 。 必要 な 場合 に は R の 写真 版 を 参照 し た 。 
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(写本 ・ 校 定本 》 
膝 田 本 Kotatsu FUJITA (栗田 実 達 ): The Ye kattythe 
ーRomanized Text of the Sanskrit Manuscrpts FT Nepal 一 
rs:Part 1-3) TokyoO:1992- 1996. 1 
Ed.F 上 記 藤 田 本 に お いて Af で 表示 され て いる テキ スト 
(藤田 に よる Ed.A の 修正 ) 。 | 
Ed.A Atsuuji AsHIKAGA (足利 悼 氏 ) : Sukhavativyuha, Kyoto 
1965. 
Ed.MN FEF.MAX MULLER and B.NANJYo: Sukhavativyuha, Oxford 
は 1883. (下記 萩原 訳 に 再 録 さ れる ) | ' 
R 写 真 版 積 文 無 量 寿 経 写本 集成 , 竜 谷 大 学 善 本 叢書 6, 井 ノ ロ 泰 浮 編 , 章 
谷 大 学 1986. 


M 訳 F.MAX MOULLER: The Larger Sukhavativyuha, SBE 49-2, 
_ Oxford 1894. (下記 区 蔵 和英 合 壁 浄土 三 部 経 p.357-443 に 再 録 さ れる ) し 

荻原 訳 攻 原 雲 来 : 抑 和 対訳 無量 寿 経 , 拠 蔵 和英 合 壁 浄土 三 部 経 , 浄土 宗 

全書 第 23 巻 , 東京 1931 (rep. 1961, 1972), p.1-191. 

中 村 訳 中村 元 : 浄土 三 部 経 (上 ) 無量 寿 経 , 東京 1963. 

岩本 訳 岩本 裕 : 大 無量 寿 経 , 仏教 聖典 選 第 6 巻 , 大 乗 経典 (4 ) , 東京 
1974。 p.5-158. | | 

に 藤田 訳 藤田 宏 達 : 鈍 文 和訳 無量 寿 経 ・ 阿 弥 陀 経 , 京都 1975. 


(研究 ) (【 】 は 略語 を 示す ) | 

荻原 雲 来 : 荻原 雲 来 文集 , 東京 1938 (rep.1972), p.230-284 ( : 無量 寿 経 の 研究 ). 

足利 違 氏 : 処 丈 無量 寿 経 の 偶 還 度 すい 教学 祭 究 第 1 巻 第 1 号 (1952), 
p.233-241. 

足利 悦 氏 : 大 無量 寿 経 表 仏 偶 の 銚 本 に つい て , 仏教 学研 究 8-9 号 (明石 教授 記 
念 論文 集 ), 竜 谷 大 学 1953, p.1-8.【 足 利 「 歌 仏 侯 」 】 

藤田 宏 達 : 原始 浄土 思想 の 研究 , 東京 1970. 【 藤 田 「 原 始 浄土 思想 ] 】 

桜 部 建 : 無量 寿 経 の 偶 類 に つい て , 足利 健 氏 記念 論 文集, 東京 1978, p.475- 
481. 
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Sukhavativyuha [人 拓 文 無量 寿 経 ] 歌 仏 個 ES 


香川 孝雄 : 形態 より 見 た 「 無 量 寿 経 」 諸 本 の 成立 次 第 株 三樹 ー 棄 記 人 論文 
集 , 京都 1979, p.1141ff. 

脊 川 孝雄 : 無量 寿 経 の 諸 本 対照 研究 , 京都 1984.【 香 川 対照 】 

棚 川 孝雄 : 浄土 教 の 成立 史 的 研究 , 東京 1993.【 香 川 「 成 立 史 」】 

阪本 (後藤 ) 純子 : Sukhavativyuha の 韻律 と 言語 : 表 仏 偶 ・ 重 著 働 , 印度 
学 仏教 学研 究 第 42 巻 第 2 号 (1994), p.930-935.【 阪 本 「 SukhV」】 

阪本 (後藤 ) 純子 : 髪 と 頻 , 仏教 に お ける 聖 と 俗 , 京都 1994 (= 日 本 仏教 学 

_ 会 年 報 第 59 号 ), p.77-90.【 阪 本 「 髪 と 鎖 」 】 

福井 真 : Sukhavativyuha (基文 無量 寿 経 ) 東方 偶 の 研究 , 待 兼山 論叢 第 29 号 
哲学 訪 1995).【 福 井 「 東 方 作 」 】 

福井 真 : Sukhavativyuha に お ける 碑 願 の 分 析 , 印度 学 仏教 学研 究 第 42 巻 
(1996-1997), 印刷 中 . 


Tibet 訳 は "Phags pa "od dpag med kyi bkod pa zhes bya ba theg pa 
chen po1 mdo (「 尊 い 無 量 光 の 様相 と 名 づけ られ た 大 乗 の 経典 ]= Arya-amita- 
bha-vyuha-nama-mahayana-sutra, Kanjur 大 宝 積 経 第 5 章 ) で あり 9 世紀 初 
頭 (な いし 8 世紀 後半 ) の 翻訳 と され る 。 河口 示 海 : 蔵 和 対訳 無量 寿 経 ( 逢 蔵 
和英 合 璧 浄土 三 部 経 , 浄土 宗 全書 第 23 巻 , 東京 1931, rep. 1961, 1972, p.213-339 : 
ナル タン 版 [N], デル ゲ 版 [D], 北京 版 [P], ギャ ン ツ ェ 写 本 [G] に 基づく ) な 
びに 寺本 學 雅 : 蔵 漢 和 三 体 合 璧 仏説 無量 寿 経 ノ 仏 説 阿弥 陀 経 (東京 1928) 
を 参照 し た 。 


SukhV に は 次 の 5 つの 漢 訳 が ある 。 こ の 中 , 大 阿弥 陀 経 は 散文 の みか ら 成 
る の で 夷 仏 傷 ・ 重 区 介 を 欠く 。 人 
大 阿弥 陀 経 (通称 ) = 阿 敵 陀 三 耶 三 俳 障 柄 壇 過度 人 道 経 
(大 正大 蔵 経 XII 300-317) : 呉 支 謙 (A.D.222-253 頃 翻 訳 ? ) [ 或 い 
は A.D.180 頃 支 媛 好 識 ? ] 
無量 清浄 平等 覚 経 (大 正大 蔵 経 XII 279-299) 
内 支 胡 迎 識 (A.D.178-189 頃 翻訳 ? ) [ 或 い は A.D.258 叱 延 ( 白 
延 ) : AD.308 堂 法 護 ?] [ 
ee (大 正大 了 経 XII 265-279) 
曹 魏 康 僧 鎧 (? ?) [AD.421 仏陀 忠 陀 維 と 宝 雲 共 訳 ? ] 
無量 寿 如来 会 = 大 宝 積 経 巻 第 17-18 (大 正大 蔵 経 XI 91-101) 
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唐 菩提 流 志 訳 (A.D.706-713) 
無量 寿 荘 厳 経 (大 正大 蔵 経 XII 318-326) : 宋 法 臣 訳 9 


Tibet 訳 ・ 漢 訳 請 本 な い し それ ら の 基 と な っ た と 推測 され る Skt. 原典 は 
それ ぞ れ 程度 の 差 は ある が 現存 SukhV と は 異な る テキ スト で あら りら , いれ 
も 独立 の version と し て 扱わ れ , 別個 に 研究 され ね ば な ら な い 。 それ ら の 
中 で は Tibet 訳 が 現存 SukhV に 最も 近く , SukhV の 原典 批判 に 軟 す る と 
ころ が 大 きい が , Tibet 訳 の 基 と な っ た 8Skt. 原 典 と 現存 SukhV と を 飽く 
まで 明確 に 区 別 する 必要 が ある 。 


SukhV は 散文 に 様々 な 則 律 の 偶 が 混在 する 。 全 体 は 釈尊 が Ananda に 語 
る 形式 を と り , 前 半 部 で は 比丘 Dharmakara (法蔵 ) が 如来 Lokesvararaja 
( 世 自 在 王 ) の 前 で 碑 願 を 立て , 菩薩 行 を 実践 する こと が , 後半 部 で は その 
結果 悟り に 到達 し て 如来 Amitabha/Amitayus グ Amitaprabha (阿弥 陀 : 
如来 名 に 関し て は 阪本 「SukhV」p.930 n.2 n.9 参照 ) と な っ た 彼 の 仏 土 
Sukhavati の 様相 (vyuha) が 叙述 され る 。 全体 の 構成 は 以下 の 通り で ある : 
序 : 散文 と 【 帰 敬 偶 】 [2 偶 : 韻 律 vamsastha ン rucira] 
《 前 半 部 》 「 
A. Rajagrha に お いて 大 会 飛 の 前 で 世 尊 が Ananda に , 如来 Dipamka- 
ra ( 燃 灯 ) か ら 如 来 Lokesvraraja ( 世 自 在 王 ) に 遡る 81 の 過去 仏 を 列挙 
し た の ち , か つて その 如来 Lokesvararaja に 対し て 比丘 Dharmakara 
(法蔵 ) の 為 し た 故 願 を 物語 る 。 比丘 Dharmakara が 如来 Lokesva- 
Ne 旨 フタ 


B.【 敷 仏 作 】 如来 Lokesvararaja の 無限 の 光明 と 信 を 議 天 じみ 杖 b その 


よう な 仏 に な ろう と 決意 する 。 [10 師 : proto-puspitagra 的 傾向 の 


aupacchandasaka | 

C. 多 数 の 仏 土 の vyuha「 整 然 た る 配置 , 設計 : 様相 | を 取り 入れ , 自ら 
の 仏 土 に 関し 47 (Tibet 訳 49, 漢 訳 24 プ 36/48) の 奪 願 を な す 。 

D.【 重 玖 偽 ( 四 碑 性 ) 】 奪 願 を 簡潔 に 示し , も し 成就 する な ら 大 地 が 振 
動 す る よう 求め る と 大 地 が 振動 する 。 [12 偶 : proto-puspitagral 

BE. その後 長く 普 薩 行 を 実践 する 。 
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(後半 部 》 
AA. 比丘 Dharmakara は 悟り に 達し て 如来 Amitabha (Amitayus/ 
Amitaprabha : 阿弥 陀 ) と な る : 如来 Amitabha と 西方 に ある その 仏 
土 Sukhavati (Sukh : 極楽 ) を 世 尊 が 描写 する 。 
B.【 聞 信 偶 】 Sukh の 名 を 聞く 福徳 な ら び に 仏陀 の 言葉 を 聞い て 信じ る 
福徳 を 称え る 。 [5 師 : tristubh ン jagati」 
C. 諸仏 に よる 如来 Amitabha の 名 号 の 賞 讃 と , 名 号 を 聞き 念 ず れ ば 
臨終 時 に 阿弥 陀 を 見 て .Sukh に 再生 する こと を 説く 。 “ 
D.【 東 方 偶 ( 往 観 偶 ) 】 多数 の 菩薩 が 他 仏 土 か ら 8ukh を 見 に 来 て 仏陀 
Amitayus グ Amitaprabha に 挨拶 する , Amitayus が 微笑 する と , そ 
の 顔面 か ら 発 し た 光 火 が 諸仏 土 を 満た し た 後 , その 頭頂 に 沈む : 菩薩 
Avalokitesvara (観世 音 ) に 微笑 の 理由 と し て 過去 の 故 願 (「 自 分 の 名 
を 聞い た 衆生 が 必ず 自分 の 仏 土 に くる よう に 」) と その 実現 を 説明 する 。 
[21 偶 : tristubh グ jagai 十 vaitahiya ブ aupacchandasaka] 
EE. Sukh の 菩薩 (・ 声 門 ) と 提 樹 の 描写 。[ 如 来 名 と し て Amitayus 
| の み が 用 いら れる : A.OE. に 比較 する と 新しい 増補 部 分 か と 推測 され 
F. Amitabha を 見 た いと いう Ananda の 望み に より Amitabha が 手 
の 平 か ら 光 明 を 放ち 諸 世 界 を 満た し , この 世界 の 者 達 は Amitabha 
と Sukh を , 8ukh の 者 達 は この 世界 と 釈尊 と を 見 た 。 | | 
G. 釈 陣 は Ajita (cf. 前 半 部 A.Maitreya「 弥 動 」 : 大 阿弥 陀 経 ・ 平 等 覚 経 
の 五 悪 段 「 阿 逸 ] お よび 無量 寿 経 の 三 毒 五 悪 段 「 弥 動 」 ) に Sukh へ の 生ま 
れ 変 わり 方 (疑念 を 持つ か 否 か に より 異な る ) を 詳 述 し , 教 説 の 伝承 を 託 
す 。 | 突然 に 世 尊 の 対 告 者 が Ajita に 変わ り , 内 容 も 本 経 の 他 の 部 分 と 共通 点 
が 少な く , 前 半 部 の 碑 願 と も 対応 を 欠く : また 大 回 弥 陀 経 ・ 平 等 覚 経 に 欠け る ・ 
二 次 的 な 増補 と 推測 され る 。] | 
H.【 流 通 偶 】 仏 智 を 賞 讃 し , その 教え を 聞い て 信 ず べ きこ と を 説く 。 ぐ “ メ 
[10 作 : triaubh/jagath 十 81oka] 
結び : 散文 と 【 縁 起 法人 】 [1 偶 : arya] 


会 来 の 定説 で は , Skt.・Tibet・ 漢 訳 の 全 version の 中 で は , 奪 願 の 数 が 24 
で ある 大 阿弥 陀 経 と 平等 覚 経 が SukhV の 古 層 に 属し , その 中 で も 散文 の み 
か ら 成 る 大 阿弥 陀 経 (の Skt. 原 典 ) が SukhV の 原初 形態 に 最も 近く , 従っ 
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て 作 類 は すべ て それ 以後 の 増 科 で ある と され て きた (例え ば 落 原 文集 p.230ff., 
藤田 | 原始 淳 土 思 想 」 p.167ff., 香川 「 対 照 」 p.45=「 成 立 史 」 p.278 参 照 ) 。 そ れ 
に 対し て 阪本 「SukhV」 は , SukhV の 個 が 成立 状況 ・ 年 代 の 異な る 諸 層 
に 分 か れ , その 一 部 で ある 夷 仏 傷 は 非常 に 古い 起源 に 湖 る 可能 性 を 示唆 し た 。 
その 内 容 を 妥 約 し , 一 部 加筆 する と 以下 の 通り で ある : 
1. 現存 の SukhV は 起源 や 性 格 の 異な る 様々 な 師 二 や 散文 を モザ イク 
状 に 寄せ 集め た も の で ある 。 8ukhV 全体 の 成立 は 漢 訳 お よび Tibet 訳 
の 原典 諸 本 より 明らか に 新しい が , 構成 要素 で ある 個々 の 偶 ・ 散 文 の 
起源 と 成立 状況 と は 別 の 問題 で あり , 改め て Skt. 原 典 に 基づき 探求 さ 
れ ね ば な ら な い 。 人 類 が すべ て 一 律 に 散文 古 層 より も 新しい 成立 で ある 
と は 断定 で き な い 。 
2. SukhV の 前 半 部 = 過去 物語 と 後半 部 = 現在 物語 と は 画 然 と 分 か れ , 
内 容 ・ 文 体 ・ 言 語 ・ 癌 律 の 全て に わた っ て 本 質 的 相違 が 認め られ る 。 本 
来 は 別々 に 成立 し た と 推測 され る 。 
3. 後半 部 の 如来 Amitabha/Amitayus, 仏 土 Sukh の 名 は 前 半 部 に 
言及 され ず , また 前 半 部 の 比丘 Dharmakara, 如来 Lokesvararaja は 
後半 部 に 登場 し な い 。 後半 部 の 偏 類 が 3 人 称 で 阿弥 陀 如 来 や Sukh を 
客観 的 に 描写 する の に 対し , 前 半 部 の 億 二 は 仏 に 対す る 比丘 Dhar- 
makara の 1 人称 形式 の 語り か け で ある 。 特に 歌 仏 傷 は SukhV の 他 
の 部 分 の 内 容 を 前 提 と せ ず , 独立 性 が 強い : 重 誓 偶 に は 歌 仏 偶 や 47 誓 願 
と 重複 する 点 が ある 。 5 
4. 帰 敬 偽 の 韻律 は 新しい タイ プ の 古典 Skt. 韻 律 で あり , 縁起 法 作 は 小 
乗 経典 古 層 に ある arya 詩 節 の 引用 で , どちら も 二 次 的 な 成立 と 考え 
られ る 。 前 半 部 の 歌 仏 作 ・ 重 誓 偶 は 中 期 イ ンド 語 特有 の 韻律 と その 発展 
ク 感 を 示す が , 後半 部 の 聞 信 偶 ・ 東 方 偶 ・ 流 通 位 は 伝統 的 な tristubh 
グ jagati を 主体 と する 。 中期 イン ド 西 北方 言 (Gandhari 語 ) 的 現象 も 
前 半 部 の 偶 束 に 頻出 し , 後半 部 の 偶 類 に は 少な い 。 
5. 粗 仏 偏 の 韻律 は proto-puspitagra 的 傾向 の aupacchandasaka で 
あり , 車 署 偽 は proto-puspitagr&A で ある (従来 と も に puspitagra と 
され て きた の は 誤り : 韻律 規則 に つい て は 後述 参照 )。 他 の BHS 経典 (Maha- 
vastu, Lalitavistara, Rastrapalapariprccha, Saddharmapundarika- 
Sutra) に お ける 同種 韻律 詩 節 と の 比較 か ら , 歌 仏 傷 が 大 乗 仏典 と し て 
電 常 に 古い 段階 に 位置 する 可能 性 が 高く , また 重 玖 人 怖 と の 間 に 相 当 の 時 
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間 の 経過 が 予想 され る 。 2 村上 0 間 

6. Tibet 訳 ・ 漢 訳 と の 対応 関係 は 作 類 グル ー プ に より 不 均一 で ある が , 
対応 の 程度 と 成立 の 古 さ は ほ ば 比例 する と 考え を られ る 。 た だ し 大 阿弥 陀 
経 に お ける 師 の 欠如 は 必ず し も その 時 代 の Skt. 原 典 に お ける 人 頸 の 
非 存在 を 前 提 と し な い (大 阿弥 陀 経 に よる 意識 的 改作 の 可能 性 , ある い は 大 
阿弥 陀 経 の 基 に な っ た Skt. 原 典 と 現存 の 偶 類 を 含む Skt. 原 典 と が 別 系 統 の ver- 
sion と し て 併存 し て いた 可能 性 が ある ) 。 帰 敬 偶 と 縁起 法人 は Skt. 以 外 
に は 無く , 最新 段階 の 成立 で ある こと が 裏付け られ る 。 それ 以外 は 以下 
の 通り で ある : 


( 〇 の # よ く 対 応 , ベン ほぼ 対応 一 : 対 応 な し , 数 字 は 詩 節 数 ) 


〇 [連続 : 住 観 人 (20 圭 11)] 
へ [連続 : 往 観 人 (20 填 11)] 


[ 1 人 称 (法蔵 菩薩 ) 」 
[mi. 的 韻律 , Gandhari 的 言語 ] 


[ 3 人 称 ] 
[Skt. 的 韻律 , Skt. 的 言語 


7. 【 結 論 】 敷 仏 作 は 内 容 ・ 韻 律 ・ 言 語 に 関し 大 乗 仏典 と し て 顕著 な 古 
さき を 示し , 本 来 。 よ り 素 朴 な 光明 を 特質 と する 仏 の 熱 と その 前 で の 碑 
願 を 内 容 と する 独立 し た 作品 で あっ た 可能 性 が ある 。 重 碧 人 は 全て の 点 
で 敷 仏 人 よ り 新しく , 歌 仏 信 を 意図 的 に 模 信 し た 節 が 須 え る 。 歌 仏 作 の 
原初 形態 は , 西北 イン ド (また は それ に 近い 中 央 アジ ァ ) で 紀元 前 1 世紀 
か ら 紀 元 後 2 世紀 頃 ( 型 ら く イ ラン 系 勢力 の 影響 下 に ) 中 期 イ ンド 西北 方 
言 で 成立 し た か と 推測 され る 。 | 


この 経典 の 枠組 み の 中 で は , 歌 仏 偶 ・ 重 玖 信 に お ける 一 人 称 は 比丘 Dharma - 
kara (法蔵 ) を , 二人称 は 如来 Lokesyararaja ( 世 自 在 王 ) を 指す こと に な 


(519 ) 


る が, 作 目 身 に は これ ら の 固有 名 詞 は 現れ な い 。 両 作 の Lokesvararaja 如 
来 な ら び に 後半 部 の Amitabha/Amitaprabha 如来 に 見 られ る 無限 の 光明 
を 特色 と する 超越 者 の 思想 は , 華厳 経 の Vairocana ( 昆 虐 傍 那 ) 仏 に 連なる 
が , 起源 に お いて Bhagavata/Narayana 信仰 と 関係 し た 可能 性 が ある 。 
現実 に 歌 仏 偶 1 に は 古 Upanisad や Mahabharata と 共通 する 語句 表現 が 見 ら 
れる (第 1 偶 往 9 参照 )。 な お 荻原 (「 世 自在 王 と 観音 」 お よび 「 世 自在 王 と 阿弥 陀 」 
萩原 文集 p.244-260) は Lokesvararaja の 名 称 を Ayalokitesvara 観世 音 菩 
隆 と 関係 づけ る 。 (Avalokitesvara は 東方 位 に 登場 する ) 。 


aupacchandasaka お よび (proto-)puspitagra の 定義 は 以下 の 通り で ある : 
人 aupacchandasaka Pa 1 「 
奇数 句 0jnatra キ デー だ さり) 
偶数 句 8matra (9m.) キ 一 リー リーU 
B. aupacchandasaka 一 土着 韻律 学 一 : 


りり り U りり U 一 リー ゆーU: UU U ゆ り U UU りー 和 結 
じ 、 proto-puspitagra : ! 

MO OU で しり) 0 0 て 0 UMGeM 
D. puspltagra: 

MMUUUMUMU UM U。 0U00 00 IRM 


上 記 の 家 律 に 関し て は , 阪本 「SukhV」p.933 参 照 : より 詳し く は , 阪本 純 
子 : 「Pali Jataka に お ける matrachandas の 性 格 」 仏教 研究 VII, 1978, 
pD.155-176 (町 下 ぁ p.163 aparavaktra/puspitagra bd: りり 一 UUUU は UUU 
りーUU の 誤記 ) な ら び に 「Pai Jaka に お ける matrachandas の 形態 」 
El 度 学 仏教 学研 究 XXVI-2, 1978, p.89-94 参照 。 (上 記 の 土着 癌 律 学 と は 
Pingala: Chandahsutra 1V 32-41, Kedarabhatta: Vrttaratnakara II 12-20 : 
Jayadeva: Jayadevacchandah IV 15-22, Jayakirti: Chando nusasana II 53- 
64,。 Hemacandra: Chando'nusasana III 53-64 を 指す ) 。 
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写本 の 検討 に 際 し て は 藤田 本 に 依拠 し , 必要 な 場合 に は R の 写真 版 を 参照 
し た 。 藤田 本 I・IIL の 序文 に よる と 写本 の 状況 は 次 の 通り で ある : 現存 する 
Skt. 写 本 は 38 あり , すべ て ネパール で 発見 され た : 日 付 が 最も 古い の は 
N1 で A.D.1152-3 で ある : R に は 日 付 が 無い が N1 同様 に 12 世紀 中 葉 の も 
の と 推測 され る : N1 の 次 に 古い 日 付 を 持つ 写本 は 17 世紀 末 の 5(1698-9), 
次 いで Ox (1739) , K1 (1797-8) で , 残り は 19-20 世紀 の 日 付 を 持つ か , 
ある い は 日 付 を 持た な い が そ の 頃 の も の と され る 。N1・K1・T1・K8・K10 
の 5 写本 は 歌 仏 偶 を 含む 部 分 が 失わ れ , 利用 で き な い 。 Ed.MN は Ro・Ox・ 
C・B の 4 写本 お よび 8 の 一 部 に , Ed.A は R・Ky に 基づく 。 Ed.F は 全 
写本 を 参照 し つつ Ed.A を 修正 し , 基本 的 に N1・R・Ky の 読み に 従う 。 
現 写 本 は 先ず R・Ky と それ 以外 と に 大 別 さ れる 。 健 者 が 歌 仏 偶 を 検討 し た 
範囲 で は , 多く の 場合 RxKy が 明らか に より 古い 読 み を 示す が (3d jahiya, 
3d atarsi, 5a damatha, 7c sarvata, 7d etadrsi, 8b manda, 9a da8sadi8ata, 
9c pramana saksi, 10a asamgajfani) , 他 写 本 の 読み が より 本 来 の 形 に 近 
いと 考え られ る 場合 も ある (1c sirina, 3b 'cittatu, 7b bhuyottari, 9b eth 
samhi グ santi : 本 論文 該当 箇所 参照 ) 。 


Ox・H1・K4 の 3 写本 で は 歌 仏 偶 の 直前 の 散文 と 第 1 一 4 但 の 全体 お よび 
第 5 偶 の 一 部 が 無く , 散文 の 途中 か ら 直 接 第 5 人 層 の 途中 に 続く : 即ち 如来 
Lokesvararaja へ の 讃 敷 の 人 怖 が すべ て 欠落 し て いる こと に な る 。 この 3 写 
本 は R・Ky に 比 し て より 衣 れ た 読み を 示す グル ー プ に 属し , また し ば し 
ば 3 写本 の み ま と まっ て 二 次 的 な 形 を 示す (5d buddho, 6b gargaya, 7d i 
//, 8d asatvaya, 9c buddhasya, 9c si, 10a lokekavindu/]okaikavindu)。 


 K4 は 更に ほぼ 一 貫 し て 他 写 本 の s の 代わ り に kh の 表記 を 持つ ( 束 仏 偶 全 


体 で は 7d arabhidhya : arabhisye ブ "sya を 唯一 の 例外 と し て , 計 6 例 )。 従っ 
て 如来 Lokesvararaja へ の 讃 束 の 偶 の 欠落 は 二 次 的 な も の で あり , 数 仏 偶 
成立 時 の 状況 を 反映 し て いる の で は な いと 考え られ る 。 


甘 仏 偶 ( 全 10 人 ) 
[ Ed.F 146-165: Ed.MN 7,10 一 9, 10: Ed.A 7,5 一 8, 19 ] 


[ 注 : 下線 を 付 し た 子音 グル ー プ は 韻律 上 , 単 子音 の 価値 を 持つ と みな され る 。] 
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第 1 傷 … 
| RdiP-146 一 147 Ed.A 75ー8: Pd.MN 徐 10 デ 191 
amita-prabha” anantatulya-buddhe" UMUOUN ) 0 そこ 
na cg"nha anya prabha wibhati ka*et りり UU 一 U9 ニー ご り 0 デビ り キー 
surya?-manmi-girina? candra-abha NN RU US 
(*suriya- ) (G り UUUUU) 


na tapina" bhasisu? *eti(:ebh1)? sarva-loke.? [ 
MINUIUN SM の 0 と の 


主要 な 異 読 : 1) R buddher 2) R Ky [Ed.A Ed.F] sanrya-mam-sirina: 
T5 T4 T6 Ro C K2 H2 K9 [= 上 記 テ キス ト 」 -girina: S As -girina: Ko 
K3 K5 -yirina: L N3 N4 O1 O3 N2 Kt D1 D2 [Ed.MN] -girisa: 13 
_girisa: K6 K7 B O2 sar(y)ya-mam: T2 saryyemani 3) [Ed.A] tapi 
na: T4 Ro tepina: Ko K3 tepina: K5 tepina: C As K2 H2 T3 LN3 


O1 O3 tapita: N4 D2 tavita: N2 Kt patita 4) T5 K6 T2 B O2 


T6 S Ro Ko K3 K5 K2 H2 L N4 O1 O3 N2 Kt D1 D2 [Ed.MN] bho- 
sisui K7 bhosisu 5) Ko K3 K5 yabhi 


無量 の 光輝 を 持つ 者 より , 無限 に し て 無比 の 知性 を 持つ 者 よ , 

ここ に お いて は 他 の いか な る 光輝 も 決し て 輝き わた ら な い ?: 

太陽 ? や 宝珠 の 山 の [光輝 ]? も 月 の 光 も , 

これ ら め 熱 に より 特徴 づけ られ る も の 人 達 (= 火 太陽 を 始め と する も の 達 )『 
が だ 全 世 界 に 輝く て と ど は あり を ない 7。? 


[Tibet 訳 ・ 漢 訳 な ら び に これ まで の SukhV の 和訳 は 本 稿 Appendix に 挙げ る 。」 


1 . amita-prabha- は Sukhv で は 計 6 回 現れ , 如来 Lokesvararaja, Sukh 
の 如来 (阿弥 陀 ) , 他 の 仏 土 の 如来 と いう 異な る 3 如来 に 対す る 呼称 と し て 
用 いら れる : 1) 表 仏 働 1 で は 如来 Lokesvararaja に 対す る 呼び か け : 2) 
後半 部 散文 A.(Ed.F 588, Ed.A 27) で は 如来 Amitabha の 光明 無限 を 述べ 
る 形容 詞 の 一 つ : 3) 4 ) 東方 働 5・20 で は Amitayus と 並び Sukh の 如来 
を 指す (東方 偶 10c Ed.MN = Ed.A amitabhasya は Ed.F が 訂正 する よう に 
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amitasya デ amita 十 asya か ら 崩 れ た 形 で ある の で , 東方 偶 に は 如来 名 Amitabha 
が 現れ な い : 福井 「 東 方 偶 ] p.10f. 参 照 ) : 5) 後半 部 散文 F.(Ed.F 1201, Ed:A 55) 

で は Ananda が 阿弥 陀 如 来 を 見 る こと を 願う 文中 で , Amitabha, Amita- 
prabha, Amitayus の 3 語 が 如 米 名 と し て 並ぶ (Gcchamy aham bhagavarns 
tam amitabham amitaprabham amitayusam tathagatam arhantarmm sarm- 
yaksambuddham drastum .……) : 6) 後半 部 散文 G.(EBd.F 1351, Ed.A 61) の 
Aiita へ の 説法 で は , SukhV へ と 生ま れ 変 わる 菩薩 達 の 出身 地 で ある 仏 土 

の 列挙 中 に 阿弥 陀 如 来 と は 別 の 如来 名 と し て 挙げ られ る (た だ し Tibet 訳 で 
は dbyans dpag med | 無量 の 音声 を 持つ 」 [* Amitasvara ノ * Amitaghosa」, 
無量 寿 経 [無量 音 」 , 如来 会 「 無量 声 」 で あり , Skt. お よび 平等 覚 経 「 無 極光 明 」 , 料 
厳 経 「 無 量 光 |] と 異な る : 藤田 訳 p.225 参 照 ) 。 本 来 は amitabha- も amita- 
prabha- も , 阿弥 陀 仏 の 原型 で ある 光明 を 特徴 と する 仏陀 に 対す る 起源 の 古 
い epithet で あり , その 中 amitabha だ けが Sukh を 領 す る 仏陀 の 固有 名 
詞 と し て 確立 する に 至っ た か と 推測 され る 。 


・ 復 合計 ww は ananta- と atulya- の dvandva anantatulya- 
韻律 上 の 必要 に 用 さ れ た も の で ある 。 sandhi に お いて 語末 と 語頭 
2 PP 6 時 き お metri causa で 短縮 され る 現象 は Pali・ 
BHS で は 珍し く な い (語末 母音 が 同質 の 語頭 母音 の 前 で 脱落 する と 解す る こと も 
で きる : BHS 4.10, 11, 20, 21 お よび Geiger 8 67, 869)。 同様 の 現象 が 2d 
stiha ぐ で asti ha 3 6 cast くく ca: 十 asti 重 奪 偽 5a atulyananta 
ぐ atulya 十 ananta- に も 現れ る : 最後 の 例 は ananta- と atulya- の 順 
序 が 入れ 替わっ た だ け で 当該 語 と 同義 で ある 。 
_ Tibet 訳 は ananta- と tulya- の 複合 語 | 無限 に 等 し い ] また は | 無限 か 


つ 等 し い 」 と 解す る : mtha′yas mtshuns。 tulya-buddhi-「 (すべて の も の に 


装 じ で ) 和 知性 (を 持つ ) (法華 経 薬草 品 第 24 偶 ・ Ed.KERN-NANJIO 
128, 14) を ここ に 理解 し た の か も 知れ な い 。 (た だ し 「 平 等 ] は 普通 sama, 
mfarm pa 時 仏陀 の 知性 が 無限 か つ 無比 で ある と いう 表現 は 極 
め て 普及 し て お り , また 上 記 重 誓 傷 5。 atulyananta か ら も , Tibet 訳 の 解 
釈 が 本 来 の 文 意 で ある と は 認め 難い 。 な お 平等 覚 経 は 「 威 神無 有 極 |」 と 訳し 
て いる が , 同 経 の 「( 無 量 清浄 ) 平等 覚 ] 「 平 等 正 覚 ] と いう 表現 も , 上 記 
の よう な tulya-buddhi- の 理解 に 関 っ て 成立 し た 可能 性 が 考え られ る 。 
(「 平 等 覚 「 平 等 正 覚 ] が 笠 法 護 訳 出 経典 に 特徴 的 な 語 で ある こと に つい て は , 香川 
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「 諸 本 ] p.22, 「 成 立 史 」 p.43ff. 参 照 。) 
中 村 訳 計 p.252 で は buddhe (buddhi- の voc.sg.) が buddha- の voc. と 
し て 説明 され て いる よう で ある 。 「 


3 . ca は ここ で は 併 置 で は な く :ma を 強め る : | 決し て -- な い 」 (3c na 
ca る 同様)。PW s.yv. 参 照 。 


4. snrya の 語形 は matra の 法則 に より Mi. で は 有り 得 な い の で , ここ 
に は 本 来 suriya が 存在 し , opening の 韻律 形 が りり UUUUU で あっ た か と 
推測 され る 。 (より puspitagra に 近く な る 。) ( 


5 . この 語 の 形 も 意味 も 現在 の と ころ 確定 し が た い 。 現 存する 30 写 本 の 読 
は お お むね 4 グルー プ に 分 けら れる : 1) -sirina [R と Ky の 2 写本 =Ed. 
A, Ed.F, 中 村 訳 ・ 藤 田 訳 ] : 2) -girina (お よび これ か ら 崩 れ た 形 ) [T5 他 13 
写本 = 上 記 テ キス ト と 訳 ] : 3) -girisa- (お よび これ か ら 有 崩れ た 形 ) [T3 他 10 
写本 =Ed.MN, 荻原 訳 ] : 42) K6 な ど 5 写本 は 対応 語 を 欠く 。 
_ 序 で 述べ た よう に 最も 古い 写本 R (12 世 紀 頃 か ) と その 仲間 で ある Ky が , 
歌 仏 傷 全 体 で は 一 般 に 最も よい 読み を 示す 。 し か し この 師 で は R と Ky 
が 示し Ed.A と EdF が 採択 する 1) sirina の 読み に は 語形 上 も 意味 上 も 
困難 が ある (後述 ) 。 他 方 Ed.MN の 採る 3) girisa は 最も 問題 が 少な い 
が , 信頼 性 の 低い 写本 の グル ー プ に の み 伝 承 さ れ て いる (後述 ) 。 対応 語 を 
欠く 4) の グル ー プ は gloka 的 な 8 音節 の 句 を 示し , 二 次 的 変容 を 受け た 
と 思わ れる 。 従っ て 消去 法 に より 本 稿 で は T5 (R に 次 いで 古い : 17 世 紀 末 ) 
を 含む 最も 多い 写本 に 伝わる 2) girma を 採択 し た が , これ が 本 来 の 読み 
で ある と 確定 は で き な い 。 | 

上 記 の 訳 で は gen.P1. -girma に b prabha な いし c abha (複合 語 の 後肢 
の み ) を 補足 し て いる 。 ( 詩 節 を 構成 する 4 pada は 本 来 は 相互 に 対等 で あり , a 
と b,c と d の padayuga に 分 ける の は 後代 の 表記 法 な の で , c 句 は 先行 する b 旬 と 
も 後続 する d 句 と も syntax 上 結合 し うる , b 旬 と c 句 の 結合 に つい て は 天 仏 働 5 お 
よび 重 克 偶 2・3・4 を 参照 。) mani-giri-「 宝 珠 か ら な る 山 」 は Sumeru 
( 「 須 弥山 」 ) を 指す と 思わ れる 。 (「 宝 珠 か ら な る 山 」 に つい て は Mahabharata 
II 3,8 hiranya-Srngo .… maha-mani-mayo girih: XXIIT 80, 25 sauvarna- 
girayas .… mami-ratna-8iloccayah 等 参照 )。SukhV 全体 で Sumeru の 語 は 
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合 語 も 含め て 9 回 , ratna-parvata 「 宝 石 の 山 」 は 2 回 現れ る (Ed.F Index 
参照 ) 。 PP 目 目 上 

R と Ky が 示す 1) sirma の 語形 は Ed.A と EdF に 採択 され て いる 。 
sr1- ブ simi- の gen.sg.m.n.f. ま た は sirin- の nom.acc.pl1.m.n. と 考え られ 
る が , sirin- と いう 単語 は Oi.Mi. を 通じ て 存在 せ ず , siri- ノ siri - も Rgve- 
da に 1 例 語義 不詳 の siri - ("etwa Weberin” PW s.yv., “dahinschieende 
[Wasser] ”" NARTEN KI.Schr.70 n.25, cf.GELDNER ad RV X71.9) 
が 知ら れ て いる だ け な の で , . こ こ に ある の は 女性 名 詞 sri-「 美 , 幸運 , 富 , 
権勢 , 栄華 , 女神 の 名 (吉祥 天女 ) 」 の Mi. 形 siri- プ siri- の gen.p1. と 考 
えら れる 。 (ved. sri- (形容 詞 ) 「 (と ) 混ざっ た 」 が ここ に 用 いら れ て いる と は 
考え が た い 。 ) この gen.p1. に 対し て は 前 述 の -girina の 場合 同様 に b prabha 
また は c abha (複合 語 後肢 ) が 補 わ れ 得 る が , 意味 が 不 自然 で ある : |( 太 陽 
や 宝珠 や ) 栄華 の 輝 が 」 。sri- を 女神 の 名 と 取っ た 場合 に は 重 碑 偶 7 の 
prabha va devatanam 「 諸 神格 の 光輝 ] と 対応 する が , 女神 Sri が 諸 神 格 
の 代表 と され る こと に は 佑 和 感 が ある 。 な お BHS で は sri- は sri- また 
は simn- の 8ri- で あり sim- グ siri- の 形 は 他 に 知ら れ て いな い : 束 仏 偶 の 写 
本 に お いて は 8/s/s の 区 別 は 若干 の 補 動 は ある が 一 般 に よく 守ら れ て いる 。 

中 村 ・ 藤 田 訳 は Ed.A に 従い 1) sirina を 採用 し siri- < grri- の nom. 
pl.f. と 解 し た 上 で ( 衣 田 訳 評 に よる と BHSG 10.159 に 依拠 ) , 「 光 ] な いし 
「 光 細 」 と 訳す 。BHS に お いて 女性 名 詞 -i- 語幹 が 男性 名 詞 -im- 語幹 の 活 
用 語尾 を 取り (-inas > -ina) , さら に metri causa に より -i- の 長音 化 
が 起き て -ina と な る こと は 理論 的 に 可能 で ある が , 確実 な 用 例 は 他 に 知ら 
れ て いな い (BHSG 10.148, 10.155-159 参照 : 10.159 に 挙げ られ て いる 2 例 は , 
ー つ は 男性 - ヾ )in- 語幹 で あり 、 他 の 一 つ は -i- 語幹 で ある が 恐らく 男性 の bahuvrihi 
複合 語 と 思わ れる [Saddharmapundarika-Sutra 383,12 = XIX 章 第 3 偶 ])。 ま 
た 語義 的 に も 「 美 , 詩 運 , 富 , 権勢 , 栄華 」 等 を 意味 する sri- が prabha-, 
abha - と 同列 の 「 光 訂 」 の 意味 で 用 いら れ て いる と みな す の は 困難 で ある 。 
な お Ed.A は sirina へ の 脚注 で 韻律 を 理由 と し て sikharina (sikharin- 
「 頂 上 を 持つ も の = 山 」 ) と いう 読み を 提案 し て いる が (“Compte tenu du 
metre, il faut peut-etre retablir sikharina ” ), この 語形 は 宜 律 に 適合 せ ず 
写本 に も 支持 され な い 。 [ 「 

他方 , 3) girisa- は 複合 語 と し て candra-abha に 続き , 文脈 上 も 文法 上 
も わか りや すい : 「 太 陽 や 宝珠 や (Rudra-)Siva 神 や 月 の 光 は 」 。 girisa- 


( 519 ) 


は 「 山 の 支配 者 」 即ち Siva 神 を 指す が , より 頻度 の 高い girisa- 「 山 に 住 
む 者 (Rudra-Siva 神 の 別名 ) | の metri causa に よる 形 で ある か も 知れ な 
い (共に epic/class. Skt., PW s.yv. 参 照 ) 。 (Rudra- )Siva 神 と いう 解釈 は 
重 故 偶 7 の devatanam と 対応 する が , Siva また は Rudra の 神 名 自身 は 
SukhV に 現れ な い 。 な お 伝統 語 野 集 で は girisa- に Himalaya 山 と いう 意 
味 も 挙げ られ て お り (Hemacandra: Anekarthasamgraha, PW 参照 ) , そ 
の 場合 は 雪 の 光 が 意 図 さ れ た こと に な る が , SukhV で は Sumeru の 語 が 頻 
出す る (前 述 ) の に 対し Himalaya の 語 は 現れ な い 。 ま た 荻原 訳 (同書 証 28) 
は 「 山 王 」 即ち Sumeru 山 と 解す る が , Sumeru 山 の 光 と は それ を 形作る 
宝石 の 光 ! こ 他 な ら な い の で , mam- と girisa- と が 意味 上 重複 する 。MN 訳 
は , candra- を girisa デ Siva の 頭 飾 り の 月 , srya-mani- を surya- 間 
MM の (WC 
rays ofthe moon of Siva and of the jewel of the sun"。 い ずれ に 
girisa- と いう 読み 目 身 は 語形 も Ye 

た 読み を よく 示す 信頼 度 の 低い 写本 グ ルー プ に の み 現 れる の で , 本 来 の 形 で 
ある より も むし ろ 二 次 的 に 平易 な 語形 に 改め た 可能 性 が ある 。 Li 

写本 R に お いて は g と .s の 字形 が 非常 に 似 て いる の で , 1) sirma と 
2 ) girima と の 筆写 上 の 混乱 は 容易 に 想定 され る (と $ の 宇 形 は 相違 する ) 
ga 短 ーsa ま f。 また BUOHLER に よる と (Plate VI Mss.X1/XII 参照 ) g と 

s な いし n と き の 字体 は どちら も 12 世 紀 頃 の 北 イ ンド ・ ネ パー ル 文 字 で 
は 類似 する (13 世 紀 で は 若干 類似 する ) が それ 以前 お よび 以後 の 写本 で は 相 何 
する の で , 1) sirima, 2) girina, 3) girisa の 異 読 は 12 世 紀 頃 の 誤 写 に 起因 
する と 推測 され る 。 「 

Tibet 訳 は どの 写本 の 読み と も 異な り , この 部 分 に nor-bu sna-tshogs 
(N) 「 さ ま ざ ま な 宝珠 ]」 また は nor-bui tshogs-gyi (D) な いし nor-bu 
tshogs-gyi (P ン G) 「 宝 珠 の 集合 の 」 を 持ち , 重 署 偽 7b mam-gana に 対 
応 す る 。 岩本 訳 は これ に 従う (「 珠 玉 の 塊 」 ) 。 荻 原 訳 計 28 は Tibet 訳 の 原 
本 が “mam-gano th” の 如き 形態 で あっ た か と 想像 する が , むし ろ 
mani-ganana (gen.p1.)” を 想定 すべ きか と 思わ れる 。 ( 

cd 句 の 漢 訳 は 大 意 に お いて は 8Skt. と 同様 で も る が , 乏 語 的 に は か な り 離 
れ て いる (Appendix 参照 ) 。Lokesvararaja 如来 の も MP う . も, の と 
し て は , 最も 古い 成立 と みな され る 平等 覚 経 で は 太陽 ・ 月 ・ 宝 珠 ・ 火 ・ 水 が 
挙げ られ る : 他 の 経 に は 水 が 欠 け , 如来 会 で は 更に 火 が 欠け る 。 d tapina 
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(vv.11. tapita 等 ) が 火 を 指す と 思わ れる の で ( 詳 6 参照 ), 平等 覚 経 の 原本 

で は 水 に 当たる 語 (普通 は udaka- また は ap-) が 問題 の 場所 に 存在 し た 可 
能 性 が ある 。 こ の 場合 の 水 は 稲 光 (vidyut-) を 指し て いた か も 知れ な い (cf 
計 9 Katha-Up V 15 = Mundaka-Up II 2, 11 = Svetasyatara- Up VII 14 nema 
vidyuto bhanti) 。 


6 .tapina は tapin- また は tapin- (metri causa に よる 語幹 母音 の 短縮 ) の 
nom.pl.m. で ある 。 こ の 語 は tapa-「 熱 , 苦行 」 な いし tapa-「 熱 , 苦痛 」 
(いずれ も epic プ class. Skt.: Pali tapa- / Pkt. tava- は Oi. tapas-「 苦 行 」 
に 対応 ) に 基づく -in- suffix に よる 形容 詞 ・ 名 詞 「tapa-/tapa- に より 特 
徴 づ けら れ た も の ] な いし 「 熱 する も の | (AiGr II-2 335, 341 参照 ) で あ 
る が , tapin- は Oi. に も Mi. に も 無く , tapin- は Oi. で 複合 語 後肢 に の み 
「 と に 苦し ん で いる 」 の 意味 で 知ら れる (PW s.v. 参 照 ) 。 こ こ で は tapin- 
tapin- に より 一 義 的 に は 「 火 ] , 次 いで 「 太 陽 ]」 が (も し か する と 「 苦 行 
者 」 ぉ も) 意図 され て いる と 考え られ る 。 複数 形 は いわ ゆる eljjp- 
tischer Plural (DgLBRUck 102 参照 ) で 「 火 ( ン 太 陽 ) を 始め と する も の 達 」 
を 意味 し ,. 圭 と は 直接 は 無関係 な c 句 の mani- や candra- 等 の 語 も これ 
に より 包含 され る と 推測 され る 。tapina が 特に 「 火 」 を 指す と と る 見 解 は 
平等 覚 経 ・ 蘭 厳 経 「 火 ] と 重 紗 偽 7b agni, お よび 人 後半 部 散文 の 
SukhV の 描写 (Ed.F 890-898 = Ed.A 40) と に 対応 する 。 更 に この 師 の 成 

に 影響 を 与え た と 推測 され る Upanisad 等 の 詩人 節 に も 火 が 言及 され て い 
る ( 計 9 参 照 ) 。 「 M 

藤田 訳 は tapina を 名 詞 で 1 は な く , C 句 の 女性 名 詞 sirina (nom.p1.f.) と 
abha (nom.sg.f.) の 形容 詞 「 知 熱し て いる 」 と 解す る が ( 往 8 参照 ) , そ 

の 場合 は 火 の 光 に 関す る 叙述 が この 師 に 欠如 する こと に な る 。 

Ed.A na tapi は 償 定 辞 士 tap の 3.sg.is-aor. の 如く で ある が , 3.pl.is-aor. 
bhasisu に 対し て な ぜ sg. で ある の か 説明 で き な い 。 岩本 訳 | 一 切 の 世間 は 
和 灯 熱 され ず , 輝く こと は な い 」 は Ed.A に 従う が , sarvaloke を nom.sg. 
m. に 解す る の は 無理 で あろ う 。 歌 仏 偶 の 言語 に は 西北 方 言 的 特徴 が 顕 者 で 
ある が ( 例 : a- 語 幹 の nom.sg.m. -u), 東部 方 斉 の 特徴 で ある nom.sg.m. 
-e (いわ ゆる Magadhism) は 知ら れ て いな い 。 「 

Ed.MN の 採る tapita- は ネパール 写本 に 多い n 員 此 の 誤 写 に まあ る と 
推測 され る (n と t の 字体 の 類似 に つい て は BOHLER p.79 と Plate VI な ら び に 
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R 写真 版 を 参照 : tapita- は tap の 過去 分 詞 の 別 形 Mi. tavia- の Skt. 化 と も と れ 
る が , 普通 は 過去 分 詞 Oi.tapta- Mi. tatta- で ある : PISCHELS 565, SHETH s. 
y. 参 照 ) 。EBd.MN は d 人 名 の 動詞 を bhasisu で は な く bhosisu と する の で , 
それ に 従う M 訳 ・ 荻 原 訳 は tapita を 形容 詞 (bright/ 明 ら か ) に , bhosisu 
を be 動詞 (bh ゅ ひ に 解す る よう で ある ( 往 7 参照 ) 。 

Tibet 訳 は tapina を lam-me (D.P. 1ham-me) と 訳す 。lam-me は 形 
容 詞 「 明 ら か 」 (=]lham-me) と も 名 詞 複 合 語 「 道 [を 照ら す ] 火 」 と も 両 
義 に 解せ る が , 異 読 ham-me お よび ke 動詞 lags か ら , 前 者 の 解釈 が 目 
然 で ある ( 往 7 参照 ) 。 上 述 の Ed.MN お よび M 訳 ・ 荻 原 訳 は これ と 一 致す 
る 。 (な お 重 碑 偶 7 の Tibet 訳 に も 歌 仏 偶 1 と 同じ く lam-me ma lags が 現れ 
る が 、 寺 本 訳 は 歌 仏 偶 1 で は 「 輝 く こ と な し 」 , 重 玖 偶 で は 「 道 (を 照ら す ) 火 と な 
ら ず 』 と する 。 ) 


7 . 写本 に は bhasisu (R・Ky な ど 8 写本 =Ed.A ノ FE) と bhosisu (bhosisu: 
T5 な ど 22 写 本 =Ed.MN) の 2 通り の 読み が 現れ る 。bhasisu は bhass 「 輝 く 」 
の -is-Aorist 3.Pl.act. で あり , bhosisu (bhosisu) は その 骨 れ た 形 で あろ 
う (cf.BHSG 32.72) : bhu の 3.pl.act.s-aor. と みな すこ と は 困難 で ある (cf. 
BHSG 32.78: 3.sg.*(a)bhosi 寺 3.p1.-su) 。 Ed.MN に 基づく M 訳 * 萩 原 訳 な 
ら び に Tibet 訳 で は tapina を 形容 詞 , bhosisu を bhn の 活用 形 と し て 
訳し て いる よう で ある ( 証 6 参 照 ) 。 

この aorist は 如来 Lokesvararaja に 関す る 叙述 で ある か ら 過 去 と 理解 
する こと も ゃ 不可 能 で は な い が , 現在 その 如来 の 面前 で その 光 を 称え て いる の 
で ある か ら , 現在 に お ける 可能 性 を 表す と 解釈 する 方 が より ふさ わし く 
(cf. pres. indic.: 1b vibhati, 重 誓 偶 7a tapati, 7c abhibhavai), optative 
(bhaseyur  m.c. *bhasiyu) の 代わ り に 用 いら れ た か と 推測 され る (opt. 
と aor. の 混同 に つい て は BHSG 32.120-124 参照 ) 。M 訳 は 過去 に 訳し , 他 訳 は 
opt. と みな す 。 


8 . ebhi Ginstr.p1.m.n.) の 読み は ほとん どの 写本 に 支持 され て いる が ( 異 読 
yabhi : Ko 等 3 写本 ) , 何 を 指示 する の か , な ぜ instr. の 格 で ある の か 不明 
で ある 。M 訳 で は 訳 さ れ て いな い 。 Cc 句 の gen.p1. お よび 複合 語 中 の sarya 
candra プ mani(-giri。-siri。-girisa) が 意図 され て いる と する と , C 殺 目 
体 の 意味 ・ 構 成 が 不 自然 と な り , 師 全 体 の 中 で 再 に 浮い て し まう 。 
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足利 「 吉 仏 傷 ] ( ゎ .3 n.6 : 中 村 ・ 岩 本 ・ 藤 田 訳 が 従う ) の 示唆 する よう に 
ebhi が 女性 形 abhi の 代用 で ある と 仮定 すれ ば , b 旬 の prabhs な いし C 
名 の abha を 受け る sociative instr. と し て , d 句 は | 火 プ 太陽 を 始め と す 
る も の 達 が これ ら の 光 と 共に 全 世 界 に 輝く こと は あり えな い 」 と いう 意味 に 
な ろう (足利 oc.cit.「 所 主 excelling を 示す 具 格 」 は よく 理解 で き な い )。 し か 
し な が ら , 同じ く 輝 く 主 体 で あり な が ら , な ぜ 火 太陽 を 始め と する も の 達 
が nom. で 太陽 ・ 月 ・ 宝 珠 等 の 光 は instr. で 表現 され る の か , な せ 単 独 の 輝 
き で は な く 共 に 輝く こと が 否定 され る か , 不可 解 で ある 。 

膝 田 訳 「 太 陽 と 宝珠 の 光 灯 や 月 の 光 は , 移 熱 し て も それ ら [ の 光 ] で 一 切 
_ の 世間 に 輝く こと は な い 。」 で ( epi の sirima と abha (nom.pl.f.) が d 

_ 句 の instr. pl. ebhi に か か る と 同時 に nom.pl. tapina「 移 熱し て も 」 と 同 
格 の 主語 と され て お り syntax が 混乱 し て いる 。 

古代 イラ ン 語 ( 新 層 アヴェ スタ 語 , 古代 ペル シア ァ 語 ) で は 中 性 の instr.p1 が 
nom.acc.pl. の 価値 で 用 いら れる が (OTTINGER, IIJ 29,1986,45-48 参照 ), そ 
の よう な instr.p1. の 用 法 を ここ に 認め て よい か どう か は 疑問 で ある 。 

また instr.pl.f. は Mi. に お いて も -ahi(m) が 普通 で あり (PrscHprr 8 
309, 8374), Gandhari Dharmapada に も ある (BROUGH 6a edahi, vijahi 
7a vijahi) 。 男性 形 -ebhh/-ehi に よる 女性 形 -abhi/-ahi の 代用 は BHS 
に 2 例 知 られ る が (BHSG 9.104-105 : Lalitavistra 416, 2 [Vasantatilakal と 
Mahayastu III 379, 20 お よび 390,5 [散文 ]) , SukhV で は 歌 仏 傷 直 前 に 2 回 
女性 形 abhir ノ abhih が 現れ る の で (Ed.F 145=Ed.A 7: Ed.F 169=Ed.A 8), 
この 侯 に お いて 女性 形 の 代わ り に 男性 形 を 用 いる 理由 は 説明 で き な い 。 

荻原 ( 往 29) は Tibet 訳 han「 と も に , こ と ご と く 」 に 基づき ebhi を 
「 失 く 」 と 訳し sardha (= sardham) の 誤 写 の 可能 性 を 想定 し て いる が , 両 
者 の 字体 の 類似 度 は 低い (BOHLER: Plate VI Mss.X1L/XII 参照 ) 。 

お と , kusana, gupta の 各 書 体 を 通じ て , bh の 文字 は 
t お よび 'n に 非常 に 類似 し て いる の で , ebhi の 形 が eti や eni な どか ら 
の 誤 写 に より も た ら さ れ た 可能 性 が ある : BOHLER 1oc.ctt. お よび R 写 本 に 
お ける bhi 編 , ti 駐 , mn 賠 参照 。 現実 に , ebhi と enti の 交代 が 東方 
偶 18c CR・N1=Ed.A ン F enti: 他 写本 ebhi/ebhir) に , bh と n の 交代 が 
重 玖 侯 11d に ある (R・Ky nanatu: 他 写本 =Ed.AF nabhatu) 。【 と n 
の 交代 は 非常 に 頻繁 で ある 。 更 に ebhi の 読み は 束 仏 作 5 C に お いて も , ほ 
ぼ 全 写本 に 支持 され る ( 異 読 は K4 evi の み ) に も か か わら ず 困 難 を も た らし , 
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eti (metri causa) ぐ ete (acc.pl.m.: Mi.BHS) の 誤 写 で ある 可能 性 が 高 
い 。 [ここ で は ab 句 の dana-damatha-Sila-ksanti-virya-dhyana-samadhi と 
agrasrestham が Cc 句 に お いて ebhi に より 指示 され る と 同時 に vratam (acc.p1.m.) 
と 同格 で ある と 考え られ , 歌 仏 偶 1 cd と 非常 に 良く 似 た syntax の 混乱 が 引き 起こ 
され る : 本 稿 続編 参照 。] 

この 1 d に お いて も 5 で c て 同様 に eti < ete か ら の 誤 写 が 想定 され る が , 
ここ で は eti ぐ ete が nom.pl.m. で tapina お よび Cc 匂 全 体 を 指示 する と 
考え られ る 。 [或いは ete > eti が 代名詞 etad の 名 詞 活用 に よる loc.sg. で , 
sarva-loke の 同格 で ある 可能 性 も ある か も 知れ な い 。 代名詞 活用 と 名 詞 活用 の 区 別 
は Mi. で も 守ら れ て いる が , 西北 イン ド 方 言 (Niya 文 書 ) と _BHS で は loc.sg. 
に お ける 代名詞 の 名 詞 活用 が 知ら れ て いる : BURROW 8 80 te (tasmin) ニヤ 文書 : 
BHSG 21.20 sarve (Lalitavistara 111,7, anye (Mahavastu II 422,12: Ma ] 
usrimulakalpa III 73, 2)。 た だ し , BHSG の 挙げ る 次 の 2 例 は 疑わ し い : ete (Suk 
hV Ed.MN 10, 10 散文 : Bd.A = Ed.F eka-) : eki ksani (Gandavyuha 384, 1 
7: 宜 律 Rathoddhata に 合わ な い ) 。] 


9. 以上 の よう に cd 句 は 異 読 が 多く テキ スト の 形 も 意味 も 確定 し 難い 。 ま 
た 従来 の 校 定 ・ 訳 も Tibet 訳 ・ 漢 訳 の 諸 本 も 様々 で ある (Appendix 参照 ) 。 
し か し この 偶 が 全体 と し て 如来 Lokesyararaja の 無限 の 光輝 を 讃 王 し , 他 
の いか な る 光 も その 前 で は 輝き を 失う こと を 述べ て いる こと は 明 曰 で あり , 
重 玖 傷 7 (proto-puspitagr2 と よく 対応 する : 

na tapati nabha-candra-surya-8bh&a 

manl-gana agn1 prabha va devatanam 

abhibhavati narendra-abha sarvam 

pur1ma-car1m Dar1Suddha acaritva. 「 

天空 と 月 と 太陽 の 光 も 熱し な い , 宝珠 の 集まり も 火 も 神格 達 の 光輝 も 。 

完全 に 清浄 な 往 古 の 行い を 実践 し て , 人 々 の 主 (= 如来 Lokesvararaja) 

の 光 は すべ て [の 光 達 ] を 圧倒 する 。 (ルー ズ な syntax に より d 句 の 絶対 

詞 は c 句 の narendra を 修飾 する と みな す 。 り ' 


敷 仏 作 1 と 重 誓 傷 7 は 如来 Lokesvararaja の 光輝 に つい て 叙述 する も の で 


ある が , 比丘 Dharmakara 自身 が その よう な 光輝 を 具 え 諸 世 界 を 照ら し 飛 
生 を 救済 する こと を 望む 祈願 が 歌 仏 傷 第 4 ・ 7 に 述べ られ る ( 軍 奪 偶 第 5 は 
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主語 が 如来 Lokesvararaja か 比丘 Dharmakara か 不明 ) 。 比丘 Dharmakara 
の 47 願 で は 第 13 (本 人 の 光輝 の 無限 )・30 ( 仏 土 が 細 か し いこ と )・33 (本 人 
の 光 が 諸 世界 を 満た し 衆生 を 安楽 に する こと ) に 対応 する 。 後半 部 で は 阿弥 陀 名 
来 の 光明 無限 (散文 d.A 26-28 : 東方 偶 10) や 諸 世 界 に 光 を 放つ こと (東方 偶 
11・12 : 散文 Ed.A 54-56) , Sukh の 蓮華 の 光線 (Ed.A 33), 声 聞 ・ 蘭 薩 の 
輝 (Ed.A 49) な ど が 記述 され る が , さら に Sukh 自身 に 関し て 表 仏 信 1 ・ 
重 坂 伺 7 と 類似 する 思想 が より 発展 し た 内 容 を 伴っ て 現れ る 。 
Ed.F p.890-893 (Ed.A p.40 1.6-10) : tasmims cananda buddhaksetre 
sarvaso gni-candra-surya-graha-naksatra-tara-rupanam tamo- ndha- 
karasya ca namadheya-pra]aptir ap nasti. sarvaso ratrim-diva- 
prajtaptir api nasti anyatra tathagata-vyavaharat. sarvasas C8g8Ta- 
parigraha-sarn]fa nasti. ( 「 
また アー ナン ダ よ , その 仏 土 に お いて は すべ て の 場所 で , 火 や 月 や 太陽 
や 惑星 や 星座 や 恒星 の 諸 形態 の 。 また 闇 ・ 暗 黒 の 名 称 や 概念 さえ も が 存 
在 し な い 。 す べ て の 場所 で , 夜 や 昼 の 概念 さえ も 存在 し な い , 如来 の 言 
説 を 除い て は 。 ま た すべ て の 場所 で , 家 の 獲 得 所 有 (?) と いう 想い が 
_ 存在 し な い 。 
[ この 箇所 は 無量 寿 経 に 欠け る 。 大 阿弥 陀 経 平等 覚 経 で は 内 容 が 若干 異な り ( 和 川 
「 成 立 史 」 p.185 参照 ) , また 経典 中 の 位置 も 相違 し , 後半 部 E ( 序 参照 ) の 中 に 現れ 
る (香川 対照 」 p.43 参照)。 ] ーー 


_ 歌 仏 人 居 1 ・ 重 玲 作 7! に 見 られ る よう な , 至福 の 境地 に お いて は 太陽 ・ 月 ・ 星 ・ 
稲 麦 ・ 火 が 煙 か ず , 唯一 な る 絶対 的 存在 の み が 光 り 輝 く と いう 思想 は 既に 古 
Upanisad 宮 文 に 現れ る : Katha-Upanisad V 15 (=Mundaka-Up II 2, 11 
=Svetasvatara-Up VI 14: tristubh ン jagati, ab break 一 一 UU) 。 

na tatra suryo bhati na candratarakam 

nema vidyuto bhanti kuto yam agnih 

tam eva bhantam anu bhati sarvam 

tasya bhasa& sarvam idam v1bhai. 

そこ (=paramamsukham Katha-Up V 14: 中 福 の 境地 ) で は 太陽 も 輝 

か な い , 月 や 性 も [ か 」 な い 。 

て この世 の 稲 光 達 も 輝 か な い , まし て どう し て この 世 の 火 が [ 輝 こ うか 」。 

他 な ら ぬ 彼 (=sarva-bhutantar- atman- Katha-Up V 9-11 : 万 物 に 内 在 
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する アー トマ ン ) だ けが 交 い て お り , それ は 使っ まる 9 胡 8 。 彼 の 
輝き に より この 世 の す べ て が 輝き わた る 。 

この 詩 節 は 若干 変化 し て Bhagavad-Gita XV 6 (8loka) に 現れ る : 
na tad bhasayate suryo na SaSamko na Davakah . 


yad gatva na nivartante tad dhama paramam mama. 

それ (=padam avyayam BhagG XV 5: 分 解消 滅 し な い 場 所 ) を 太陽 は 

輝 か さ な い , 月 も 火 も 。 

そこ へ と [賢者 た ち が ] 行け ば 戻る こと の な いと ころ の も の ( 葵 所 , 

それ が 私 の 最高 の 住処 で ある 。 
舌 似 の 表現 が 更に Mahabharata XII 331, 46 (MGMSGHerh9 1 

na tatra suryas tapati na SOrmOo 間 「 

na Vayur vVati devese tapas carati du8scaramm. 

(vy.11. devesas, devesa, vai dese, vayukirtidevese) 

こ に お いて は 太陽 が 熱し な い , 月 (ソー マ ) が 照り わた ら な い , 

風 が 吹か な い , 神々 の 主 が 困難 な 苦行 を 行っ て いる 間 は 。 
他方 また , 最高 の 輝 で ある brahman- (nt.) の 世界 は 永遠 に 光り 輝い て い 
る の で , 夜 が 昼 と な る と いう 考え 方 も Chandogya-Upanisad VIII 4.2 に 見 
つけ られ る : naktam ahar eva bhinispadyate, sakrdvibhato hy evaisa 
brahmalokah. [ 


これ ら の 正統 的 バラ モン 文献 と 共通 する 内 容 を 示す 詩 節 が 小乗 仏教 加 典 の 
Udana (Pai) と Udanavarga (BHS) に あり , 混 机 な いし 苦 の 消滅 で ある 
完全 な 悟り の 境地 を 描写 し て いる 。 「 

Udana 1 10 ( ゎ p.9) て Samyutta-Nikaya 1 15, 16 一 Digha-Nikaya 1 229.7.18 


yattha apo ca pathavi teJo vayo na gadhati 
na tattha sukka jotanth adicco na ppakasati 

na tattha candima bhati tamo tattha na vi]ati. 
yada ca attanavedi mun1 monena brahmano 
atha rupa arupa Ca sukhadukkha pamuccati. 


水 達 も 大 地 も 光熱 も 風 も (すなわち 地 水 火 風 の 四 大 が ) 堅固 で な い 
9 gadhati) 所 , 

に お いて は 曰 熱 光 達 も 剛 か ず .( ン 性 達 も 光 を 放 た ず )・ 太陽 も 照ら 
NN ) 円 
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そこ に お いて は 月 も 輝 か ず , 痢 も そこ に は 知ら れ な い 。 

聖者 で ちあ る バラ モン が 自己 (アー トマ ン ) に より , 聖者 た る 性 質 (沈黙 : 

mona- マ hauna-) に より [それ を ] "知っ た ( ン 見 つけ 出し た ) 時 , 

その 時 [ 彼 は ] 形態 か ら も 非 形態 か ら も 苦楽 か ら も 開放 され る 。 
Udanavarga 久 XVI 26-27 ' 


26 yatra napo na prthivi teJo vayur na gahate 
na tatra 8ukla dyotanti tamas tatra na v1dyate. 
27 na tatra candrama bhati nadity9O va1 prakasyate 
yatha ty ihatmana vetti munir mauneyam 8tmanah 
atha rupad arupac ca sarvaduhkhat pramucyate. 


水 達 も 大 地 も 光熱 も 風 も (すなわち 地 水 火 風 の 四 大 が ) 入り 込ま な い (na 

gahate) 所 , 

そこ に お いて は 白熱 光 達 * も 央 か ず , 闇 も そこ に は 知ら れ な い 。 

そこ に お いて は 月 も 輝 か ず , 太陽 も 早 ら さ な い : 

ここ に お いて し か し 聖者 が 自己 (アー トマ ン ) に より 自己 の 加 者 た る 性 

所 (mauneya-) を 知っ て いる よう に , 「 

その 時 [ 彼 は ] 形態 か ら も 非 形態 か ら も 苦楽 か ら も 開放 され る 。 
[* PTSD は この 個所 の sukka を “planet star” と 説明 し , PF.Masefield 1 
(PTS 1994) も “stars” と 訳す る 。sukla-/sukka- は 「 白 く 輝 くも の 」 一 般 を 意 
味 する 言葉 で ある か ら , 「 金 星 等 の 星 達 」 と 解す る こと も 可能 で ある : 動詞 dyota-te 
は 本 来 稲光 が 関 く こと を , jyota-te は 光 を 放っ て いる こと を 意味 する が (T.GOTO, 
Die "1. Prasensklasse” im Vedischen, Wien 1987, 2.Aufl. 1996, 769. 
Pali で は どちら も jota-ti に な り 区 別 で き な い 。Udanavarga で は dyota- 
nti の 形 が 現れ , その 訳 で ある 出 曜 経 ・ 法 集 要 題 経 で は 「 光 始 所 不 照 ] と き 
れ て いる (大 正大 蔵 経 W 735a, 791a)。] | 


類似 の 内 容 が 更に Udanavarga の 先行 する 詩 節 に 現れ る 。 
Udanavarga XXVI 24-25 


24 abhijanamy aham sthanam yatra bhutam na vidyate 
nakasam na ca vijianam na SUryaS candrama na Ca. 

25 naivagatir na ca gatr [ nopapattis cyutr na Ca 
apratistham analambam duhkhantah sa nirucyate. 


そこ に お いて は 存在 が 知ら れ な い , 虚空 も 認識 も 太陽 も 月 も , 来る こと 
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も 行く こと も , [この 世に ] 生ま れ 来 る こと (upapatti-) も [この 世 か 
ら ] 去り 行く こと も (cyuti-) も [知ら れ な い 」 , 本 拠 も 持た ず , (一 時 
的 な ) 拠り 所 も 持た な い , そう いう 場 (境地 ) を 私 は 知っ て いる : それ 
は 「 苦 の 終わ り 」 と 言わ れる 。 

<Udana VIH 1 (p.80) 「 
bhikkhave tad NR yattha n'eva patnea na 0 na 
akicaYayatanamm na SIGSSS2HEB nayam 0 na 
paraloko ubho candimasuriy8, *tad aham* (Ed.PTS tad amham 
vv. 昌 . tam aham, tad avham:j Ed.C tatrupaham: Ed.B Ed.S ta- 
trapaham: Woodward = Masefield tatra p' aham) bhikkhave 
n eva 8gatim vadamni na gatim na thitim na cutim na upapattim, 
appati-ttham appavattam anarammararm eva tam, es ev anto duk- 
khassa ti. 「 「 
[比丘 達 よ , 次 の よう な 境地 が ある : そこ に お いて は 大 地 も 水 も 光熱 も 
風 も 空 無辺 処 (虚空 が 無限 で も る と いう 境地 ) も 識 無 辺 処 (認識 が 無限 で あ 
る と いう 境地 ) も 無 所 有 処 ( 何 も 存 在 / 所 有 し な いと いう 境地 ) も 非 想 非 非 
想 処 (表象 が ある の で も な く 無 い の で も な いと いう 境地 ) も この 世 も あの 世 
も 太陽 も 月 も 二 つ な が ら 存 在 し な い : それ (その 境地 ) を 私 は , 比丘 送 
よ 。 来る こと :( 所 と も 言わ な ゆめ , 行 ぐ と と 。( 所 ) と も, 止ま る こと 
(所 ) と も , 移り 行く こと (所 ) と も , 生ま れ 来 る こと (所 ) と も [私 
は 言わ な い ] : それ (その 境地 ) は まさ し く 本 拠 を 持た ず , 転ずる こと 
な く , 対象 を 持た な い : これ こそ が 苦 の 終わ り で ある 。」 と [ 世 尊 が 言 
われ た 」。 ( “ 「 

上 記 の Udana や Udanavarga の 詩 節 ・ 散 文 は 一 切 の 現象 的 存在 の 止 減 し 

た 究極 の 境地 を 説く も の で あり , 絶対 者 の 圧倒 的 輝 を 称え る 仏 作 1 ・ 

誓 偶 7 より も , 前 述 の Sukh を 捕 写す る 後半 部 散文 (gd. F 890-893) に 近 

内 容 を 示し て いる 。 


初期 仏教 に 現れ る , 仏陀 の 光輝 な いし 熱 の 卓越 を 称え る 詩人 節 に つい て は , 藤 
田 「 原 始 淳 土 思 想 ] p.330ff. 参照 。 更 に 三 十 二 大 人 相 や Mahaparinibbana- 
sutta iv 37f. (Digha-Nikaya HH133f.) 等 に 現れ る , 仏陀 の 身体 が 黄金 色 
に 交 く と いう 考え 方 も 同じ 系 列 に 属し , ヴェ ー ダ や 叙事詩 の 思想 に 連なる と 
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考え られ る (阪本 「 髪 と 曳 」 p.89 n.35 参照 ) 。 
【Appendix】 


Tibet 訳 (和訳 は 筆者 に よる ) 

a: od ni dpag med blo ni mtha yas mtshums 

b: gzhan gyi 'od ni gan yan mi gsal te (G mi gsol te) 

c: 年 zla nor bu sna tshogs (D nor bui tshogs gyi, P ン G nor bu tsh- 
ogs gy1 ) od rnams ni 

d: jig rten kun na (G kun la) 1am me (D.P. 1ham me) 1han ma 
(G ne) 1ags ま 

光 は 量 ら れ た も の と し て 存在 せ ず , 知性 は 無限 に 等 し い (無限 か つ 平 等 

で ある : 証 2 参照 ) : いか な る 他 の 光 も 輝 か な いで : 太陽 や 月 や 様々 な 宝珠 

(宝珠 の 集合 ) の 光 達 は , 全 世 界 に 共に 明らか で ある こと は ご こざ いま せん 

( 往 6 参照 ) 。 「 


平等 覚 経 無量 之 光 曜 威 神無 有 極 如是 之 始 明 無能 興 等 者 
若 以 日 摩 尼 火 月 水 之 形 其 景 不可 太 其 色 沈 難 比 


無量 寿 経 光 顔 半 妥 威 神無 極 如是 炎 明 無 興 等 者 
日 月 摩 尼 珠 光 炎 雄 皆 朱 隠 蔽 猫 名 上 奈 固 


如来 会 経 如来 無量 無 貴光 吾 世 無 光 可能 只 
一 切 日 月 摩 尼 綿 祭 光 成 皆 映 蔽 


壮 厳 符 如来 微妙 色 端 厳 一 切 世 間 無 有 等 
光明 無量 照 十 方 日 月 火 珠 皆 典 曜 


MAX MULLER 訳 : 
O thou of immeasurable light, whose knowledge is endless and in- 
comparable: not any other hght can shine here (where thou art)! 
The rays of the moon of Siva and of the jewel of the sun, Were 


not bright here in the whole world. 
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薫 原 訳 : 

無辺 無比 の 覚 封 ある 無量 光 よ , 如何 な る 光 も 此処 に お いて は 上 や き を 和 失 ふ , 
日 と 宝珠 と 山王 と 月 の 光 も 蒸 く 一 切 世 間 に 明 ら か な る こと な し 。 
中 村 訳 : 

知力 か ぎり な く , た と える も の な き , 無量 の 光明 ある 仏 よ 。 

他 の いか な る 光 も , 〔 こ の 仏 の まし ます 〕 ここ で は 交 き を 失う 。 

太陽 , 宝石 の 光 や , 月 の 光 は “ 

それ ら の 光り で , 一 切 世 間 に 輝 く こ と は な いで あろ う 。 
宮本 訳 : 

無量 の 光輝 を 放ち , 無限 に し て 無比 の 理性 を 持つ 者 よ , 如何 な る 光輝 も , 
ここ で は 光り 輝 か ず , 太陽 ・ 珠 玉 の 塊 ・ 月 の 光 に よっ て も , 一 切 の 世間 は 
灯 熱 され ず , 輝く こと は な い 。 
朋 田 訳 : 「 

アミ タ ・ プ ラバ (無量 の 光明 を も っ 者) よ , 無限 ・ 無 比 の 覚 智 を も つつ 者 よ , 
ここ で は , 他 の いか な る 光明 も 輝 か な い 。 

太陽 と 宝珠 の 光輝 や 月 の 光 は 

移 熱し て も , それ ら 【〔 の 光 〕 で 一 切 の 世間 に 輝く こと は な い 。 
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中 期 イ ンド ・ ア ー リ ャ 語 


[注記 : Mahabharata の 検索 に は 徳永 宗雄 氏 の コン ピュ ー タ ー・ デ ー タ を 利用 し , 定 
本 に は Critical Rdition (Poona 1933-1959) を 用 いた 。」 
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